
医療費等の還付金詐欺にご注意下さい！！ 
 

医療費や税金の還付等をかたった振り込め詐欺まがいの不審電話が相次いでいます。 

  還付金の受け取り手続きについて電話やＡＴＭで行われることはありません。 

相手が「還付金」「ＡＴＭ」「携帯電話」と言ったら詐欺だと思いましょう。 

  このような電話があったら、家族、身近な人、警察に相談しましょう。 

 

～具体的な手口～ 

自治体等の職員を名乗り被害者に対して、 

お金を支払うと言う内容の電話 

犯人：「医療費の過払い金があり、還付の手続きのため電話しました」 

 

突然電話した訳ではないことを強調 

犯人：「以前、青色の封筒を送ったが、返信がないので電話しました」 

 

急がなければ還付金が受け取れなくなることを強調 

犯人：「還付手続の期限は今日までなので、急いで手続きをお願いします」 

   「既に期限は切れていますが、本日中であれば何とか間に合います」 

 

携帯電話を持ってＡＴＭに行くように指示 

犯人：「銀行窓口は混んでいるので、携帯電話を持って近くのＡＴＭに行ってください」 

   「ＡＴＭに着いたら、操作方法を説明するので、＊＊＊－＊＊＊＊－＊＊＊＊まで

電話して下さい」 

 

犯人の指示するとおりに操作するよう強調 

犯人：「操作方法を説明しますので、私が言ったとおりにボタンを押して下さい」 

「誤った操作や、押し間違い等があれば手続きが出来ませんのでご注意下さい」 

 

犯人側に振込む金額を入力させてお金を騙し取る 

犯人：「『お振込み』というボタンを押して下さい」 

   「○○さん（被害者）の個人番号である『＊＊＊＊＊＊』を入力して下さい」 

   「入力が終わったら、画面右下の『確認』ボタンを押して下さい」 

 

中には被害者の預貯金口座の残高を聞き出す 

犯人：「還付手続のため、お手持ちの口座の種類や残高を教えて下さい」 

   「最初に『残高照会』というボタンを押し、表示された数字を右から読んで下さい」 


